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･染色体に当たるZ染色体の突然変異率は-Z∝三業 となります･(図5-2)α- ∞ と
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した時の各染色体の相対頻度を見ると,常染色体 :Z染色体 :W染色体-1:-:0
3
であることが分かります.つまり,鳥類 (ZW/ZZシステム)の突然変異率はZ染色体>
常染色体>W染色体という関係があります.
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こうして,生殖細胞の分裂回数に性差があると (すなわち,α≠1),生じる突然変異
率はX染色体が最も低く,ついで常染色体で,Y染色体が最も高くなります｡ちなみに,
卵と精子の分裂回数に差がなければ,どの染色体も同じ突然変異率となります.理論的に
予想される染色体間の突然変異率の差はたくさんの遺伝子の塩基配列の解析から検証す
ることができます.晴乳類のデータの解析結果は理論をサポートします.染色体間の突然
変異率の違いは精子の分裂数が卵の分裂数より大きいことに由来することを思い出して
ください.中立説によると,上で述べましたように,分子進化速度は突然変異率に比例し
ます.従って,オスが進化をドライブするというオス支配進化説が生まれます.
しかし,この理論に対して反論があります.それは,性染色体間の突然変異率の違いは,
生殖細胞の分裂数の性差に依るのではなく,自然選択に依るというものです.X染色体に
は大事な遺伝子がたくさん乗っているので,自然選択によって突然変異率が低く押さえら
れているという説明です.一方,Y染色体には大事な遺伝子が乗っていないので突然変異
率が高いというのです.
この反論に村しては,明快な解決は鳥類のデータ解析からもたらされます.オス支配進
化説によれば,トリでは突然変異率が,晴乳類の場合と逆に,Z(Ⅹ)染色体で最も大き
く,次に常染色体で,W(Y)染色体で最小になります.特にW(Y)染色体の突然変異
率は常染色体に比べ,極端に低くなると期待されます.
オス支配進化説の発表から10年後の 1997年に,スウェーデンのグループがトリのデー
タを解析し,理論が予言した通り,W(Y)染色体の進化速度がZ(Ⅹ)染色体の進化速
度に比べて著しく低下していることが明らかになり,理論を強くサポートする結果となり
ました.現在では多くのデータでオス支配進化説は支持されています.
ー 59 -
